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お
隣
の
群
馬
県
で
は

　

文
化
庁
が
全
国
の
都
道
府
県
か
ら
提
出
さ
れ
た
埋

蔵
文
化
財
数
の
統
計
を
処
理
し
、
公
開
し
て
い
る
「
周

知
の
埋
蔵
文
化
財
包ほ

う
ぞ
う蔵
地ち

数
」
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ

り
ま
す
。
平
成
24
年
度
の
デ
ー
タ
で
は
、
群
馬
県
の

古
墳
の
数
は
４
，１
０
１
基
で
全
国
11
位
で
し
た
。
群

馬
県
は
こ
の
デ
ー
タ
に
疑
問
を
持
ち
、
平
成
24
年
度

か
ら
5
か
年
で
県
と
県
内
の
市
町
村
が
連
携
し
て
、
県

内
に
所
在
す
る
古
墳
の
数
を
再
調
査
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
群
馬
県
に
は
１
３
，２
４
９
基
に
の
ぼ
る
数

の
古
墳
が
築
造
さ
れ
、
２
，４
３
４
基
が
現
存
し
て
い

る
と
今
年
5
月
に
発
表
し
ま
し
た
。
な
ん
と
再
調
査

し
た
と
こ
ろ
約
3
倍
の
数
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
数

の
多
か
っ
た
上
位
の
市
は
、高
崎
市
２
，７
４
１
基
（
現

存
６
３
９
基
）、
太
田
市
１
，６
０
５
基
（
現
存
１
７

８
基
）、
前
橋
市
１
，５
４
２
基
（
現
存
１
３
９
基
）、

藤
岡
市
１
，５
１
１
基
（
現
存
１
４
４
基
）
と
の
こ
と

で
す
。

古
墳
の
規
模
は

　

５
世
紀
前
半
〜
中
頃
に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
太
田

市
の
天て

ん
じ
ん
や
ま

神
山
古
墳
（
墳
丘
長
２
１
０
ｍ
、
後
円
部
直

径
１
２
０
ｍ
、
高
さ
16
・
５
ｍ
、
墳
丘
の
周
り
の
周し

ゅ
う
ご
う濠

を
含
ん
だ
古
墳
の
全
長
３
６
４
ｍ
、
後
円
部
側
幅
２

８
８
ｍ
）
は
、
大
阪
府
羽は

び

き

の

曳
野
市
に
所
在
す
る
誉こ

ん
だ田

御ご
び
ょ
う
や
ま

廟
山
古
墳
（
伝
応お

う
じ
ん神
天
皇
陵
）
の
１
／
２
相
似
形

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
天
神
山
古
墳
は
東
日
本

最
大
の
規
模
を
持
つ
古
墳
で
す
が
、
畿
内
の
大
王
墓

の
半
分
の
大
き
さ
し
か
な
い
の
で
す
。
そ
れ
で
も
近

畿
地
方
以
外
の
古
墳
の
規
模
と
し
て
は
３
位
、
近
畿

地
方
の
古
墳
を
含
む
と
全
国
で
28
位
と
な
り
ま
す
。
ち

な
み
に
関
東
地
方
第
２
位
の
古
墳
は
、
５
世
紀
後
半

に
現
在
の
茨
城
県
石
岡
市
に
築
造
さ
れ
た
舟ふ

な

塚つ
か
や
ま山
古

墳
（
墳
長
１
８
６
ｍ
、
後
円
部
直
径
90
ｍ
、
高
さ
11
ｍ
、

墳
丘
の
周
り
の
周
濠
を
含
ん
だ
古
墳
の
全
長
２
６
０

ｍ
）、
関
東
地
方
第
３
位
は
、
現
在
の
高
崎
市
に
４
世

紀
末
〜
５
世
紀
初
頭
に
築
造
さ
れ
た
浅せ

ん
げ
ん
や
ま

間
山
古
墳
（
墳

長
１
７
１
・
５
ｍ
、
後
円
部
直
径
１
０
５
ｍ
）
と
な

り
ま
す
。

全
国
最
大
の
古
墳
は

　

５
世
紀
前
半
〜
中
頃
に
築
造
さ
れ
た
大だ

い
せ
ん仙
古
墳
（
伝

仁に
ん
と
く徳
天
皇
陵
）
と
な
り
ま
す
。
墳
丘
の
最
大
長
は
４

８
６
ｍ
、
後
円
部
の
直
径
２
４
９
ｍ
、
高
さ
35
・
８
ｍ
、

墳
丘
の
周
り
の
周
濠
を
含
ん
だ
古
墳
の
全
長
８
４
０

ｍ
）
と
な
り
、

の
穴
の
よ
う
な
形
を
し
た
墳
丘
の

平
面
積
は
１
０
３
，４
１
０
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、

エ
ジ
プ
ト
の
ク
フ
王
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
中
国
の

秦し
ん
し
こ
う
て
い
り
ょ
う

始
皇
帝
陵
と
あ
わ
せ
て
『
世
界
三
大
墳
墓
』
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

栃
木
県
で
最
大
級
の
古
墳
は

　

５
世
紀
中
頃
、
下
毛
野
国
で
最
初
に
築
造
さ
れ
た

大
型
前
方
後
円
墳
で
あ
る
笹さ

さ
づ
か塚
古
墳
（
宇
都
宮
市
）、

５
世
紀
末
〜
６
世
紀
初
頭
に
造
ら
れ
た
摩ま

り

し

利
支
天て

ん
づ
か塚

古
墳
、
琵び

わ琶
塚づ

か

古
墳
（
小
山
市
）、
６
世
紀
後
半
に
築

造
さ
れ
た
吾あ

づ
ま妻
古
墳
（
壬
生
町
・
栃
木
市
）
で
す
。
当

地
で
は
約
１
０
０
年
間
に
４
基
の
地
方
首
長
の
墓
が

造
ら
れ
ま
し
た
。
ど
れ
も
下
毛
野
国
（
栃
木
県
）
最

大
規
模
を
誇
る
前
方
後
円
墳
と
し
て
規
模
を
比
べ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
規
模
の
古
墳
は
先
に
述
べ
た
大
阪

堺
市
に
所
在
す
る
大
仙
古
墳
の
周
囲
に
10
基
以
上
点

在
す
る
陪ば

い

塚つ
か

と
呼
ば
れ
る
近
親
者
や
従
者
を
葬
っ
た

と
さ
れ
る
墓
の
規
模
と
同
じ
と
な
り
ま
す
。
大
仙
古

墳
の
北
側
に
あ
る
永な

が
や
ま山
古
墳
は
墳
丘
長
１
０
４
ｍ
で
、

周
囲
に
周
濠
が
あ
り
琵
琶
塚
古
墳
な
ど
と
ほ
ぼ
同
じ

規
模
と
な
り
ま
す
。
栃
木
県
で
一
番
で
あ
っ
た
と
し

て
も
中
央
で
は
、
家
来
か
従
者
の
よ
う
な
立
場
の
古

墳
の
大
き
さ
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
上
に
は
上
が
あ

る
よ
う
で
す
。

　

平
成
24
年
に
お
け
る
全
国
で
最
も
古
墳
の
数
が
多

い
県
は
、
兵
庫
県
で
１
８
，８
４
１
基
、
次
い
で
鳥
取

県
１
３
，４
５
９
基
、
京
都
府
１
３
，０
８
９
基
、
岡

山
県
１
０
，７
７
６
基
と
な
り
、
全
国
の
総
数
は
１
５

８
，９
０
５
基
（
文
化
庁
：
平
成
24
年
度
デ
ー
タ
）
と

な
り
ま
す
。
栃
木
県
は
９
７
６
基
で
報
告
さ
れ
て
お

り
、
全
国
27
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
は
、
県

内
の
自
治
体
に
は
文
化
財
担
当
者
が
い
な
い
と
こ
ろ

も
あ
り
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
関
す
る
地
図
が
整

理
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
取
り
こ
ぼ
し
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
16
年
の
皇
紀
２
６
０
０
年

を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
調
査
成
果
な
ど
を
参
考
に
す

る
と
、
県
内
に
は
恐
ら
く
７
，０
０
０
基
近
い
数
の
古

墳
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
下
野
市
内

に
は
２
０
０
基
以
上
の
古
墳
が
存
在
し
た
こ
と
を
把

握
し
て
い
ま
す
が
、
一
部
雑
木
林
や
宅
地
な
ど
で
立

ち
入
り
が
行
わ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
ま
だ
あ
る
こ
と

か
ら
想
定
す
る
と
３
０
０
基
近
い
数
の
古
墳
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
栃
木
県
に
お
い
て
も
、
群
馬

県
の
よ
う
に
継
続
的
な
調
査
が
今
後
必
要
と
な
っ
て

く
る
で
し
ょ
う
。

上
に
は
上
が
…
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